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１．国民の皆様へ 
 
平成 27 年 4 月、宇宙航空研究開発機構（Japan Aerospace Exploration Agency-JAXA）

は国立研究開発法人として新たな一歩を踏み出しました。国立研究開発法人化にあたり、

我が国の研究開発成果の最大化を目指し、より開かれた、新しい研究開発システムや組織

の構築と運用に着手しました。また、継続して取り組んできた先進的な、社会適用を目指

す研究開発が実を結びました。 

— 有人宇宙分野では、「企業の経営戦略事業への貢献による産業応用の拡大」を国際宇

宙ステーション（ISS）日本実験棟（JEM）利用の二大目標のひとつとして据え、「高

品質タンパク質結晶生成」では、地上でのタンパク質精製や回収した結晶の大型放射

光施設（SPring-8）を用いた測定もパッケージ提供するなど、定型化とスピードアッ

プを図るなどのプロセス改善を実施しました。これにより、創薬研究開発ベンチャー

企業との包括的な有償利用契約の締結をはじめとした成果を得るに至りました。また、

宇宙ステーション補給機（HTV）「こうのとり」5 号機の補給ミッションでは、油井

宇宙飛行士（ISS）と若田宇宙飛行士（米国地上）、運用管制チーム（筑波）が連携し

HTV5 号機のキャプチャ運用を成功させるなど、要を日本人が務めたチーム・ジャパ

ンの総合力を世界に示すことができました。 

— また、H-ⅡA 高度化ミッションによる商業衛星の打ち上げ成功、陸域観測技術衛星

（ALOS-2）「だいち２号」、全球降水観測計画/二周波降水レーダ（GPM/DPR）、衛

星全球降水マップ（GSMaP）等による防災や気象実利用への貢献の進展、金星探査

機「あかつき」の金星軌道投入と試験観測の実施、小惑星探査機「はやぶさ２」の小

惑星へ向けた地球スイングバイの実施、アラブ首長国連邦（UAE）等新たな国際パ

ートナーとの関係構築、イノベーションハブ構築等の研究開発システム改革等、我が

国全体の研究開発成果の最大化に向けた顕著な成果を創出しました。 

— さらに、航空科学分野では、低ソニックブーム設計概念実証（D-SEND）プロジェク

トで民間超音速機実現のキーである低ソニックブーム機体の実現性とその推算技術

を世界に先駆けて実証しました。この実験成果で、日本の航空機産業の超音速機開発

における国際競争力を強化するとともに、国際民間航空機関（ICAO）における具体

的なソニックブーム認証基準策定作業に着手させ、民間超音速機実現の可能性を高め

ることができました。 

— 上記を含め、主な成果等を次ページに示します。 

しかしながら、平成 28 年 3 月、X 線天文衛星（ASTRO-H）「ひとみ」が通信途絶に陥

り、ただちに理事長をトップとする「ひとみ運用異常対策本部」を発足し、衛星の機能回

復に向け全力を尽くしましたが、平成 28 年 4 月に運用断念に至りました。 
JAXA は本件について、この衛星の観測成果に期待をいただいた国内外の協力関係機関

や天文学の研究者及び多くの国民の方々に対し、その期待に応えられなかった責任を重く

受け止め、調査により判明した課題に対する対策を速やかに講じる所存です。 
以上 
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平成 27 年度の主な成果等 
平成27年 
4 月 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構となる。 
宇宙探査、次世代航空の２つのイノベーションハブを創設。7 月、宇宙探査は JST の

イノベーションハブ構築事業に選定される。２ハブとも、宇宙航空の枠組みを大きく

超えた他分野の機関・人材が糾合する研究開発システムとして活動している。 

7 月 
 

D-SEND 気球落下実験実施。すべてのデータを良好に取得し、低ソニックブーム機体

の実現性と波形推算技術を実証。民間超音速機実現の可能性を高めた。 

8 月 
 

H-ⅡB ロケット 5 号機による HTV5 号機打ち上げ。HTV は ISS へ物資を運搬、離脱

後大気圏突入（9 月）までミッションを完遂。他国における ISS への補給の連続失敗

を受け、緊急物資等を運搬。7 月から ISS に滞在した油井宇宙飛行士が HTV 把持を、

若田宇宙飛行士が NASA での ISS 地上管制を担当、筑波の補給機管制とあわせ、ISS
補給ミッションの要を日本人にて実施。 

9 月 関東・東北豪雨に伴う鬼怒川破堤による水害の救援活動に災害救援航空機情報共有ネ

ットワーク（D-NET）を使用した技術協力を実施。 

同浸水域の「だいち 2 号」の観測データを防災対策機関へ提供。この実績により、従

来から提供している地震・火山活動の観測に加え、国土交通省水管理・国土保全局で

水害時の浸水域の把握のために「だいち 2 号」の利活用を進める方針が定められた。 

11 月 H-ⅡA ロケット 29 号機（高度化機体）によるカナダの通信衛星 Telstar-2VANTAGE
打ち上げ成功。高緯度に位置する種子島射場の打ち上げ能力のハンディキャップを克

服し、H-ⅡA の本格的な国際市場への参入を可能とした。 

降水分布を 1 時間以内に提供する「世界の雨リアルタイム（GSMaP_NOW）」公開開

始。 

12 月 「あかつき」金星周回軌道へ投入。 
「はやぶさ２」地球スイングバイを実施。 

平成28年 
2 月 

H-ⅡA30 号機による「ひとみ」打ち上げ。 

創薬研究開発ベンチャー企業との包括的な有償利用契約の締結。創薬開発において

JEM の有効性が高く評価された。 

3 月 UAE 宇宙機関との協定締結。 

民間事業者と協働で整備した ALOS データによる世界最高精度の全世界デジタル 3D
地図完成。民間事業者は世界数十か国でサービス事業を実施。 

気象庁が GPM/DPR の観測データの数値気象予報での活用を開始。世界で初めての衛

星による三次元降水データの数値気象予報への活用であり、JAXA との協働で開発し

て予測の精度を向上させた。 

「ひとみ」通信途絶。 
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２．法人の基本情報  
（１）法人の概要 
①目的  

大学との共同等による宇宙科学に関する学術研究、宇宙科学技術（宇宙に関する科学技術を

いう。以下同じ。）に関する基礎研究及び宇宙に関する基盤的研究開発並びに人工衛星等の開発、

打上げ、追跡及び運用並びにこれらに関連する業務を、宇宙基本法（平成二十年法律第四十三号）

第二条の宇宙の平和的利用に関する基本理念にのっとり、総合的かつ計画的に行うとともに、航

空科学技術に関する基礎研究及び航空に関する基盤的研究開発並びにこれらに関連する業務を

総合的に行うことにより、大学等における学術研究の発展、宇宙科学技術及び航空科学技術の水

準の向上並びに宇宙の開発及び利用の促進を図ることを目的とする。 
（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構法第４条） 

② 業務の範囲 
一．  大学との共同その他の方法による宇宙科学に関する学術研究を行うこと。  
二．  宇宙科学技術及び航空科学技術に関する基礎研究並びに宇宙及び航空に関する基盤的研究

開発を行うこと。  
三．  人工衛星等の開発並びにこれに必要な施設及び設備の開発を行うこと。  
四．  人工衛星等の打上げ、追跡及び運用並びにこれらに必要な方法、施設及び設備の開発を行うこ

と。  
五．  前各号に掲げる業務に係る成果を普及し、及びその活用を促進すること。  
六．  第三号及び第四号に掲げる業務に関し、民間事業者の求めに応じて援助及び助言を行うこと。 
七．  機構の施設及び設備を学術研究、科学技術に関する研究開発並びに宇宙の開発及び利用を行

う者の利用に供すること。  
八．  宇宙科学並びに宇宙科学技術及び航空科学技術に関する研究者及び技術者を養成し、及びそ

の資質の向上を図ること。  
九．  大学の要請に応じ、大学院における教育その他その大学における教育に協力すること。  
一〇．  前各号の業務に附帯する業務を行うこと。  

（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構法第１８条）  

③ 沿革 
2003年（平成 15年）10月 文部科学省宇宙科学研究所（ISAS）、独立行政法人航空宇宙技術研究所

（NAL）、宇宙開発事業団（NASDA）が統合し、独立行政法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）が発

足。 
2015 年（平成 27 年）4 月 国立研究開発法人へ移行。 

④ 設立根拠法 
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構法(平成 14 年法律第 161 号) 

⑤ 主務大臣（主務省所管課等） 
文部科学大臣 （研究開発局 宇宙開発利用課） 
総務大臣 （情報通信国際戦略局 宇宙通信政策課） 
内閣総理大臣（内閣府 宇宙戦略室） 
経済産業大臣（製造産業局 航空機武器宇宙業課 宇宙産業室） 
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理  事  長　　 奥村　直樹

執行役　　伊東　康之 副理事長　 　 遠藤　守 監　　事　　　高橋　光政

執行役　　布野 泰広 理　　　事　　　山浦　雄一 監　　事    　大矢　和子

執行役　　田中　哲夫 理　　　事　　　川端　和明 監事室　　　　 （兼務）富田　実

執行役　　雨宮　明 理　　　事　　　山本　静夫

執行役　　深井　宏 理　　　事　　　浜崎　敬 （有人宇宙技術部門）

理　　　事　　　常田　佐久

理　　　事　　　伊藤　文和

理　　　事　　　今井　良一

経営推進部　　　　　 寺田　弘慈 第一宇宙技術部門 宇宙科学研究所
部門長　 （兼務）山本　静夫 所長　 （兼務）常田　佐久

ミッション企画部　　　　　 宗永　隆男
事業推進部　　　　　　　　　　　　 深津　敦 ［副所長］ （兼務）稲谷　芳文

広報部　　　 庄司　義和 科学推進部　　　　　 佐々木　宏
S&MA総括 中野　哲也

評価・監査部 向井　浩子 田村　高志 宇宙科学国際調整主幹 （兼務）藤本　正樹
宇宙科学広報・普及主幹 （兼務）稲谷　芳文

総務部　　　　　　　 佐藤　明生 [宇宙輸送系技術統括] 宇治野　功
［研究総主幹］ （兼務）満田　和久

人事部　　　　　　　 鈴木　和弘 宇宙輸送安全計画ユニット 加納　康臣 宇宙物理学研究系　　　　 （研究主幹）堂谷　忠靖
太陽系科学研究系　　 （研究主幹）藤本　正樹

財務部　　　　　　 成島　泰久 打上安全評価ユニット 鳥井　義弘 学際科学研究系　　　　　　 （研究主幹）石岡　憲昭

契約部　　　　　　 浜山　博文 宇宙輸送系基盤開発ユニット 川上　道生 宇宙飛翔工学研究系　　　　　 （研究主幹）佐藤　英一
宇宙機応用工学研究系　　 （研究主幹）山田　隆弘

調査国際部　　　　　 吉村　善範 H3ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 岡田　匡史
S&MA総括 小林　亮二

　ワシントン駐在員事務所　 岩本　裕之 ｲﾌﾟｼﾛﾝﾛｹｯﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ （兼務）森田　泰弘
　パリ駐在員事務所　　 東覚 芳夫 ［宇宙科学プログラムディレクタ］ （兼務）久保田　孝
　バンコク駐在員事務所　　 辻 政信 基幹ﾛｹｯﾄ高度化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ （兼務）川上　道生

宇宙科学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ室 （兼務）紀伊　恒男
［筑波宇宙センター所長］ （兼務）今井　良一 鹿児島宇宙ｾﾝﾀｰ　　　 藤田　猛 SE推進室 （兼務）紀伊　恒男

筑波宇宙ｾﾝﾀｰ管理部　 渡戸　満 あけぼのプロジェクトチーム　　　 （兼務）松岡　彩子
＿打上管制安全評価ユニット （兼務）鳥井　義弘 GEOTAILプロジェクトチーム　　　 （兼務）斎藤　義文

ASTRO-EIIプロジェクトチーム　 （兼務）石田　学
新事業促進部 松浦　直人 ＿飛行安全ユニット （兼務）加納　康臣 SOLAR-Bプロジェクトチーム　　 （兼務）清水　敏文

PLANET-Cプロジェクトチーム （兼務）中村　正人
＿射場技術開発ユニット 長田　弘幸 Bepi Colomboプロジェクトチーム （兼務）早川　基

［統括チーフエンジニア］ （兼務）本間　正修 ASTRO-Hプロジェクトチーム （兼務）高橋　忠幸
チーフエンジニア （兼務）沖田　耕一 ＿内之浦宇宙空間観測所 （兼務）峯杉　賢治 惑星分光観測衛星ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ （兼務）山﨑　敦
チーフエンジニア （兼務）中川　敬三 ｼﾞｵｽﾍﾟｰｽ探査衛星ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ （兼務）篠原　育
チーフエンジニア 渡辺　重哉 [衛星ｼｽﾃﾑ開発統括] 中川　敬三 はやぶさ２ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ （兼務）津田　雄一
チーフエンジニア （兼務）紀伊　恒男 深宇宙探査用地上局ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 沼田　健二
チーフエンジニア （兼務）成田　兼章 GCOMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 杢野　正明 大気球実験グループ （兼務）吉田　哲也
チーフエンジニア （兼務）稲場　典康 EarthCARE/CPRﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 富田　英一 観測ロケット実験グループ （兼務）石井　信明
チーフエンジニア室 岩田　隆敬 GOSAT-2ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 平林　毅 能代ロケット実験場 （兼務）石井　信明

SLATSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 佐々木　雅範 科学衛星運用・ﾃﾞｰﾀ利用ﾕﾆｯﾄ 竹島　敏明
JDRSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 高畑 博樹 地球外物質研究グループ （兼務）圦本　尚義

［情報化統括］ （兼務）雨宮　明
[宇宙利用統括] 石田　中

セキュリティ・情報化推進部 舘　和夫 ［宇宙科学基盤技術統括］　　 （兼務）廣瀬　和之
衛星利用運用ｾﾝﾀｰ　 内藤　一郎

大学共同利用実験調整グループ （兼務）吉田　哲也
［信頼性統括］ （兼務）武内　信雄 地球観測研究ｾﾝﾀｰ　　 （兼務）中島　映至 基盤技術グループ 餅原　義孝

安全・信頼性推進部　　　　 泉　達司 ＿[地球観測ｾﾝﾀｰ] （兼務）伊藤　崇
GPM/DPRﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ　　 （事代）古川　欣司 航空技術部門

施設部　　　　　　　　 西田　隆 部門長　 （兼務）伊藤　文和
ALOS-2ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 鈴木　新一

周波数管理室 河野 隆宏 衛星測位システム技術ユニット 野田　浩幸 事業推進部 張替　正敏

追跡ネットワーク技術センター 原田　力 S&MA総括 南野　浩之

＿増田宇宙通信所 （兼務）小杉　史郎 第二宇宙技術部門 ［航空プログラムディレクタ］　 大貫　武
＿勝浦宇宙通信所 （兼務）小杉　史郎 部門長　 （兼務）遠藤　守
＿沖縄宇宙通信所 （兼務）小杉　史郎 D-SENDﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 吉田　憲司
＿臼田宇宙空間観測所 （兼務）山本　善一 aFJRﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 西澤　敏雄

FQUROHﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 山本　一臣
環境試験技術ユニット 中尾　正博 有人宇宙技術部門 SafeAvioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 町田　茂

　 部門長　 （兼務）浜崎　敬 航空技術実証研究開発ユニット 越岡　康弘
宇宙教育推進室 桜庭　望

次世代航空イノベーションハブ 村上　哲
［国際宇宙ｽﾃｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬ］ （兼務）三宅　正純

［基盤技術統括］　 柳原　正明
事業推進部 五味　淳

空力技術研究ユニット 浜本　滋
有人宇宙技術ｾﾝﾀｰ　 三宅　正純

飛行技術研究ユニット 藤井　謙司
HTV技術ｾﾝﾀｰ　 成田　兼章

推進技術研究ユニット 二村　尚夫
きぼう利用ｾﾝﾀｰ　　　　　　　 三好　寛

構造・複合材技術研究ユニット 岩堀　豊
宇宙飛行士運用技術ユニット （兼務）緒方　克彦

数値解析技術研究ユニット 松尾　裕一
有人ｼｽﾃﾑ安全・ﾐｯｼｮﾝ保証室
（兼務）S&MA総括 （兼務）上森　規光

研究開発部門
ﾋｭｰｽﾄﾝ駐在員事務所　　　　　　　 久留　靖史 部門長　 （兼務）今井　良一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ﾓｽｸﾜ技術調整事務所　　　　　　　 鶴間　陽世 研究戦略部　　　　　　　　　 石井　康夫

研究推進部　　　　　　　　　 小川　眞司

宇宙探査イノベーションハブ ＿[角田宇宙センター] （兼務）野田　慶一郎
ハブ長 （兼務）國中  均 S&MA総括 （兼務）中野　哲也

第一研究ユニット 山中　浩二

第二研究ユニット 杉田　寛之

第三研究ユニット 嶋　英志

第四研究ユニット 佐藤　寿晃

システム技術ユニット 稲場　典康

革新的衛星技術実証グループ 香河　英史

センサ研究グループ 木村　俊義
注）セキュリティ上の理由により、一部の情報については掲載しておりません。

⑥組織図

（第一宇宙技術部門、周波数管理室、追
跡ﾈｯﾄﾜｰｸ技術ｾﾝﾀｰ、環境試験技術ﾕﾆｯ
ﾄ）

（宇宙科学研究所）

（航空技術部門）

（研究開発部門、筑波宇宙センター管理
部）

（担当部署）

（ﾐｯｼｮﾝ企画部、第二宇宙技術部門、宇宙
探査ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊﾌﾞ、安全・信頼性推進部）

（経営推進部、調査国際部、新事業促進
部、ﾁｰﾌｴﾝｼﾞﾆｱ室、ｾｷｭﾘﾃｨ・情報化推進
部）

（広報部、評価・監査部（内部監査部門を
除く）、総務部、人事部、財務部、契約部、
施設部、宇宙教育推進室）

国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 （平成２８年３月３１日）
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（２）本社・支社等の住所 

（平成27年度末現在） 

・本社 

東京都調布市深大寺東町７－４４－１   

電話番号 0422-40-3000 

 

・事業所 

① 東京事務所  

東京都千代田区神田駿河台４－６ 御茶ノ水ソラシティ  

電話番号 03-5289-3600 

② 筑波宇宙センター  

茨城県つくば市千現２－１－１  

電話番号 029-868-5000 

③ 調布航空宇宙センター  

東京都調布市深大寺東町７－４４－１ 

電話番号 0422-40-3000  

④ 相模原キャンパス  

神奈川県相模原市中央区由野台３－１－１  

電話番号 042-751-3911  

⑤ 種子島宇宙センター  

鹿児島県熊毛郡南種子町大字茎永字麻津 

電話番号 0997-26-2111  

⑥ 内之浦宇宙空間観測所   

鹿児島県肝属郡肝付町南方１７９１－１３ 

電話番号 0994-31-6978  

⑦ 角田宇宙センター  

宮城県角田市君萱字小金沢１ 

電話番号 0224-68-3111  

⑧能代ロケット実験場  

秋田県能代市浅内字下西山１ 

電話番号 0185-52-7123  

⑨ 増田宇宙通信所  

鹿児島県熊毛郡中種子町増田１８８７－１  

電話番号 0997-27-1990  

⑩ 勝浦宇宙通信所  

千葉県勝浦市芳賀花立山１－１４ 

電話番号 0470-77-1601  
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⑪ 沖縄宇宙通信所  

沖縄県国頭郡恩納村字安富祖金良原１７１２  

電話番号 098-967-8211  

⑫ 臼田宇宙空間観測所  

長野県佐久市上小田切大曲１８３１－６ 

電話番号 0267-81-1230  

⑬ 地球観測センター  

埼玉県比企郡鳩山町大字大橋字沼ノ上１４０１ 

電話番号 049-298-1200  

 

・海外駐在員事務所 

① ワシントン駐在員事務所  

2120 L St., NW, Suite 205, Washington, DC 20037, U.S.A. 

電話番号 +1-202-333-6844 

② パリ駐在員事務所  

28 ｒue de Berri, 75008 Paris, France 

電話番号 +33-1-4622-4983 

③ バンコク駐在員事務所  

B.B.Bldg., Room 1502, 54 Asoke Road., Sukhumvit 21, Bangkok 10110, Thailand 

電話番号 +66-2260-7026 

④ ヒューストン駐在員事務所  

18050 Saturn Lane, Suite 310, Houston, TX 77058, USA  

電話番号 +1-281-333-5999 

⑤モスクワ技術調整事務所 

12 Trubnaya Street,Moscow 107045, Russia 

電話番号 +7-495-787-27-61 

 

・分室 

① 小笠原追跡所  

東京都小笠原村父島字桑ノ木山 

電話番号 04998-2-2522  

② バンコク分室 

B.B.Bldg., Room 1502, 54 Asoke Road., Sukhumvit 21, Bangkok 10110, Thailand 

電話番号 +66-2260-7026 

③調布航空宇宙センター飛行場分室  

東京都三鷹市大沢６－１３－１  

電話番号 0422-40-3000  
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④名古屋空港飛行研究拠点 

愛知県西春日井郡豊山町大字青山字乗房4520-4 

電話番号  0568-39-3515 

 

（３）資本金の状況 

（単位：百万円）
区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

政府出資金 544,259 - 15 544,244
民間出資金 6 - - 6

資本金合計 544,265 - 15 544,250  
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（４）役員の状況 

（平成27年度末現在） 

役職 
（ふりがな） 

氏 名 
任期 担当 主要経歴 

理事長 
（おくむら なおき） 

奥村 直樹 

平成 25年 4月 1日   

～ 

平成 30年 3月 31日 

  

昭和 48年 3月 東京大学大学院応用物理学博士課程修了  

昭和 48年 4月 新日本製鐵株式会社  

平成 11年 6月 同 取締役  

平成 15年 4月 同 常務取締役  

平成 17年 4月 同 代表取締役副社長  

平成 19年 1月 総合科学技術会議議員 

（平成 25年 1月 5日退任） 

副理事長 

(常勤) 

（えんどう まもる） 

遠藤  守 

平成 27年 4月 1日    

～ 

平成 29年 3月 31日 

ミッション企画部、

第二宇宙技術部門、

宇宙探査イノベー

ションハブ、安全・

信頼性推進部担当 

昭和 51年 3月 名古屋大学大学院工学研究科航空工学 

専攻修士課程修了                                              

昭和 51年 4月 宇宙開発事業団 

平成 17年 4月 (独)宇宙航空研究開発機構宇宙基幹ｼｽﾃ 

ﾑ本部 H-ⅡAﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ 

平成 20年 4月 同 宇宙輸送ﾐｯｼｮﾝ本部宇宙輸送ﾌﾟﾛｸﾞﾗ 

ﾑ・ｼｽﾃﾑｽﾞｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ室長 

平成 22年 4月 同 理事        

理事 

(常勤) 

（やまうら ゆういち） 

山浦  雄一 

平成 25年 4月 1日 

～ 

平成 29年 3月 31日 

経営推進部、調査国

際部、新事業促進

部、チーフエンジニ

ア室、セキュリテ

ィ・情報化推進部

担当 

昭和 53年 3月 東京大学大学院工学系研究科航空学専門

課程修士課程修了  

昭和 53年 4月 宇宙開発事業団  

平成 20年 4月 (独)宇宙航空研究開発機構有人宇宙環境

利用ﾐｯｼｮﾝ本部事業推進部長  

平成 21年 4月 同 経営企画部長  

平成 23年 8月 同 執行役 

理事 

(常勤) 

（かわばた かずあき） 

川端 和明 

平成 27年 4月 1日     

～ 

平成 29年 3月 31日 

広報部、評価・監査

部（内部監査担当を

除く）、総務部、人

事部、財務部、契約

部、施設部、宇宙教

育推進室担当 

昭和 59年 3月 早稲田大学政治経済学部政治学科卒業   

昭和 59年 4月 科学技術庁  

平成 20年 4月 文部科学省科学技術・学術政策局基盤政 

策課長 

平成 22年 7月 同 研究開発局開発企画課長   

平成 23年 7月 同 大臣官房総務課長 

平成 25年 4月 文化庁文化部長   

平成 26年 7月 (独)宇宙航空研究開発機構参与 

理事 

(常勤) 

（やまもと しずお） 

山本 静夫 

平成 25年 4月１日   

～ 

平成 29年 3月 31日 

第一宇宙技術部門、

周波数管理室、追跡

ネットワーク技術

センター、環境試験

技術ユニット担当 

昭和 52年 3月 名古屋大学工学部航空学科卒業  

昭和 52年 4月 宇宙開発事業団  

平成 21年 4月 （独）宇宙航空研究開発機構人事部長  

平成 24年 7月 同 宇宙利用ﾐｯｼｮﾝ本部宇宙利用統括  

平成 25年 1月 同 執行役  

理事 

(常勤) 

（はまざき たかし） 

浜崎  敬 

平成 27年 4月１日   

～ 

平成 29年 3月 31日 

有人宇宙技術部門

担当 

昭和 54年 3月 東京大学大学院工学系研究科航空学専門 

課程修士課程修了 

昭和 54年 4月 宇宙開発事業団 

平成 21年 4月 (独)宇宙航空研究開発機構宇宙利用ﾐｯｼ 

ｮﾝ本部事業推進部長 

平成 23年 8月 同 経営企画部長 

平成 26年 4月 同 第一衛星利用ﾐｯｼｮﾝ本部衛星ｼｽﾃﾑ開 

発統括 
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役職 
（ふりがな） 

氏 名 
任期 担当 主要経歴 

理事 

(常勤) 

（つねた さく） 

常田  佐久 

平成 25年 4月１日   

～ 

平成 29年 3月 31日 

宇宙科学研究所担

当 

昭和 58年 3月 東京大学大学院理学系研究科天文学専門

課程博士課程修了  

昭和 61年 1月 東京大学東京天文台助手  

平成 8年 8月 国立天文台太陽物理学研究系教授  

平成 16年 4月 自然科学研究機構国立天文台太陽天体プ

ラズマ研究部教授 

理事 

(常勤) 

（いとう ふみかず） 

 伊藤 文和 

平成 28年 3月１日   

～ 

平成 29年 3月 31日 

航空技術部門担当 

昭和 50年 3月 東京工業大学大学院理工学研究科精密機 

械ｼｽﾃﾑ専攻修士課程修了 

昭和 50年 4月 (株)日立製作所生産技術研究所  

平成 19年 1月 Hitachi Global Storage 

        Technologies,Inc. Vice President 

平成 20年 4月 日立電線(株)執行役技術本部副本部長・

技術研究所長 兼生産技術推進本部長 

平成 24年 4月 (独)宇宙航空研究開発機構研究開発本部

参与   

平成 27年 4月 同 航空技術部門次世代航空ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

ﾊﾌﾞ長 

理事 

(常勤) 

（いまい りょういち） 

 今井 良一 

平成 27年 4月 1日     

～ 

平成 29年 3月 31日 

研究開発部門、筑波

宇宙センター管理

部担当 

昭和 56年 3月 京都大学大学院工学研究科電子工学専攻 

修士課程修了 

昭和 56年 4月 宇宙開発事業団  

平成 25年 4月 (独)宇宙航空研究開発機構第二衛星利用

ﾐｯｼｮﾝ本部ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ   

平成 25年 6月 同 研究開発本部研究推進部長 

監事 

(常勤) 

（たかはし みつまさ） 

高橋 光政 

平成 25年 10月 1日    

～ 

平成 29年度財務諸表

承認日 

  

昭和 51年 3月 東京大学法学部第 3類卒業  

昭和 51年 4月 宇宙開発事業団  

平成 18年 7月 （独）宇宙航空研究開発機構契約部長  

平成 23年 4月 同 執行役 

監事 

(非常勤) 

（おおや かずこ） 

大矢 和子 

 

平成 27年 10月 1日    

～ 

平成 29年度財務諸表

承認日 

 

  

昭和 48年 3月 慶応義塾大学文学部国文科卒業  

昭和 48年 4月 (株)資生堂  

平成 13年 6月 同 執行役員 ｿﾌﾄ＆ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ本部長  

平成 19年 6月 同 常勤監査役 

平成 23年 6月 同 顧問 

平成 25年 7月 朝日生命保険相互会社社外取締役 

 

（５）常勤職員の状況 

 常勤職員は平成 27 年度末現在において 2,232 人（前期末比 3 人減少、0.1％減 ）であり、平均

年齢は 43.2 歳（前期末 43 歳）となっている。このうち、国等からの出向者は 42 人、民間からの

出向者 298 人、平成 28年 3月 31日退職者は 176人である。 
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３．財務諸表の要約 

（１）要約した財務諸表 

①貸借対照表 （単位：百万円）

金額 金額

流動資産 流動負債

現金及び預金 73,311 前受金 56,816

その他 147,225 その他 119,212

固定資産 固定負債

有形固定資産 365,240 資産見返負債 201,966

無形固定資産 3,601 長期リース債務 1,511

投資その他の資産 458 国際宇宙ステーション

未履行債務 65,728

その他 150

445,382

資本金

政府出資金 544,244

その他 6

資本剰余金 △ 327,001

繰越欠損金 72,796

144,452

589,835 589,835

純資産合計

資産の部 負債の部

負債合計

純資産の部

資産合計 負債純資産合計  
 
②損益計算書 （単位：百万円）

金額

257,231

業務費
人件費 17,074
減価償却費 45,249
その他 149,704

受託費
人件費 1,601
減価償却費 598
その他 36,570

一般管理費
人件費 5,020
減価償却費 62
その他 1,241

財務費用 81
その他 32

210,734

運営費交付金収益 75,682
補助金等収益 17,546
施設費収益 166
受託収入 37,409
その他 79,931

19

△ 27

△ 46,504

その他調整額（Ｄ）

当期総損益（Ｂ-A+Ｃ+Ｄ）

経常費用（Ａ）

経常収益（Ｂ）

臨時損益（Ｃ）
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③キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

金額

50,846

人件費支出 △ 23,771
運営費交付金収入 124,554
補助金等収入 65,194
受託収入 44,918
その他収入・支出 △ 160,049

△ 39,158

△ 1,430

0

10,257

63,054

73,311

Ⅴ資金増加額（又は減少額）（Ｅ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

Ⅵ資金期首残高（Ｆ）

Ⅶ資金期末残高（Ｇ＝Ｆ＋Ｅ）

Ⅰ業務活動によるキャッシュ・フロー（Ａ）

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー（Ｂ）

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー（Ｃ）

Ⅳ資金に係る換算差額（Ｄ）

 

 

④行政サービス実施コスト計算書 （単位：百万円）

金額

218,428
損益計算書上の費用 257,370
（控除）自己収入等 △ 38,942

24,416

Ⅲ損益外減損損失相当額 49

Ⅳ損益外利息費用相当額 1

△ 65

197

7,395

132

△ 27

250,527

Ⅶ引当外退職給付増加見積額

Ⅷ機会費用

Ⅹ行政サービス実施コスト

（その他の行政サービス実施コスト）

Ⅸ（控除）法人税等及び国庫納付額

Ⅰ業務費用

Ⅱ損益外減価償却相当額

Ⅵ引当外賞与見積額

Ⅴ損益外除売却差額相当額

 

 

 

 

（２）財務諸表の科目の説明 

 ①貸借対照表 

科目 説明 

現金及び預金 当座預金及び普通預金 

その他（流動資産） 未成受託業務支出金、貯蔵品等 

有形固定資産 人工衛星、土地、建物など長期にわたって使用または利用する有

形の固定資産 

無形固定資産 ソフトウェア、工業所有権仮勘定等 

投資その他の資産 

 

長期前払費用など有形固定資産及び無形固定資産以外の固定

資産 

前受金 受託契約に伴う給付の完了前に受領した額 

その他（流動負債） 未払金等 
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科目 説明 

資産見返負債 中期計画の想定の範囲内で、運営費交付金により償却資産及び

重要性が認められるたな卸資産を取得した場合、補助金等によ

り、補助金等の交付目的に従い償却資産を取得した場合等に計

上される負債 

長期リース債務 ファイナンス・リース契約に基づく負債で、１年を超えて支払期限

が到来し、かつ、１件当たりのリース料総額又は一つのリース契約

の異なる科目毎のリース料総額が３百万円以上のもの 

国際宇宙ステーション未履行

債務 

国際宇宙ステーションの運用に必要な共通システム運用経費の分

担等のために、機構と米国航空宇宙局の双方が行う提供済みサ

ービスの差異額 

その他(固定負債) 資産除去債務 

政府出資金 政府からの出資金 

その他（資本金） 民間からの出資金 

資本剰余金 国から交付された施設整備費補助金などを財源として取得した資

産で財産的基礎を構成するもの 

繰越欠損金 機構業務に関連して発生した欠損金の累計額 

 

 ②損益計算書 

科目 説明 

人件費（業務費） 

 

機構業務に係る給与、賞与、法定福利費等、職員等に要する    

経費 

減価償却費（業務費） 機構業務に係る固定資産の取得原価をその耐用年数にわたって

費用として配分する経費 

その他（業務費） 機構業務に係る業務委託費、研究材料費及び消耗品費等 

人件費（受託費） 

 

受託業務に係る給与、賞与、法定福利費等、職員等に要する経

費 

減価償却費（受託費） 受託業務に係る固定資産の取得原価をその耐用年数にわたって

費用として配分する経費 

その他（受託費） 受託業務に係る業務委託費、研究材料費及び消耗品費等 

人件費（一般管理費） 

 

管理部門に係る給与、賞与、法定福利費等、職員等に要する    

経費 

減価償却費（一般管理費） 管理部門に係る固定資産の取得原価をその耐用年数にわたって

費用として配分する経費 

その他（一般管理費） 管理部門に係る業務委託費等 

財務費用 支払利息等 

運営費交付金収益 受け入れた運営費交付金のうち、当期の収益として認識したもの 

補助金等収益 国からの補助金等のうち、当期の収益として認識したもの 

施設費収益 施設整備費補助金を財源とする支出のうち、固定資産の取得原

価を構成しない支出について、費用処理される額に相当する額の

収益への振替額 

受託収入 国及び民間等からの受託業務のうち、当期の収益として認識した

もの 

その他（経常収益） 資産見返負債戻入、雑益等 

臨時損益 主に非経常的に発生した損益を集計したもの 

その他調整額 法人税、住民税及び事業税の要支払額 
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 ③キャッシュ・フロー計算書 

科目 説明 

業務活動による 

キャッシュ・フロー 

通常の業務の実施に係る資金の状態を表し、サービスの提供等

による収入、サービスの購入等による支出、人件費支出等が該当 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

将来に向けた運営基盤の確立のために行われる投資活動に係る

資金の状態を表し、固定資産の取得・売却等による収入・支出が

該当 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

リース債務の返済による支出等が該当 

資金に係る換算差額 外貨建て取引を円換算した場合の差額 

 

 ④行政サービス実施コスト計算書 

科目 説明 

業務費用 行政サービス実施コストのうち、損益計算書に計上される費用 

その他の行政サービス 

実施コスト 

損益計算書に計上されないが、行政サービスの実施に費やされた

と認められるコスト 

損益外減価償却相当額 償却資産のうち、その減価に対応すべき収益の獲得が予定されな

いものとして特定された資産の減価償却費相当額 

損益外減損損失相当額 中期計画等で想定した業務を行ったにもかかわらず生じた減損損

失相当額 

損益外利息費用相当額 費用に対応すべき収益の獲得が予定されないものとして特定

された除去費用等のうち、時の経過による資産除去債務の調

整額 
損益外除売却差額相当額 資本取引により取得した固定資産の除却・売却により発生し

た除売却差額相当額及び独立行政法人会計基準第９９により

生じた国庫納付差額 
引当外賞与見積額 財源措置が運営費交付金により行われることが明らかな場合の賞

与引当金見積額 

引当外退職給付増加見積額 財源措置が運営費交付金により行われることが明らかな場合の退

職給付引当金増加見積額 

機会費用 国又は地方公共団体の財産を無償又は減額された使用料により

賃借した場合の本来負担すべき金額等 

(控除)法人税等及び国庫納

付額 

業務費用のうち、行政サービス実施コストから控除される金額 
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４．財務情報 

（１）財務諸表の概要 

 

①経常費用、経常収益、当期総損益、資産、負債、キャッシュ・フローなどの主要な財務データの経年

比較・分析 

 

（経常費用） 

    平成２７年度の経常費用は257,231百万円と、前年度比27,940百万円の増（12%増）となっている。こ

れは、業務費が増加したことが主な要因である。 

 

（経常収益） 

平成２７年度の経常収益は210,734百万円と、前年度比9,157百万円の減（4%減）となっている。こ 

れは、受託収入が減少したことが主な要因である。 

 

（当期総損益） 

上記経常損益の状況から、平成２７年度の当期総損益は△46,504百万円と、前年度比37,074百万

円の減（393%減）となっている。 

 

（資産） 

平成２７年度の資産は589,835百万円と、前年度比34,469百万円の減（6%減）となっている。これは、

建設仮勘定が減少となったことが主な要因である。 

 

（負債） 

平成２７年度の負債は445,382百万円と、前年度比31,391百万円の増（8%増）となっている。これは、

国際宇宙ステーション未履行債務が増加したことが主な要因である。 

 

（業務活動によるキャッシュ・フロー） 

平成２７年度の業務活動によるキャッシュ・フローは50,846百万円と、前年度比3,536百万円の収入

増（7%増）となっている。これは、受託収入が前年度比13,271百万円の増（42%増）となったことが主な

要因である。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

平成２7年度の投資活動によるキャッシュ・フローは△39,158百万円と、前年度比3,301百万円の支

出増（9%増）となっている。これは、施設費による収入が前年度比3,110百万円の減（32%減）となったこ

とが主な要因である。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

平成２７年度の財務活動によるキャッシュ・フローは△1,430百万円と、前年度比611百万円の支出

増（75%増）となっている。これは、リース債務の返済による支出が前年度比611百万円の増（75%増）と

なったことが主な要因である。 

 

表　主要な財務データの経年比較
（単位：百万円）

経常費用 219,468 204,985 207,192 229,291 257,231
経常収益 216,620 226,724 197,862 219,891 210,734
当期総損益 （注1） △ 3,072 24,035 （注2） △ 11,786 △ 9,430 （注3） △ 46,504
資産 692,436 674,151 628,567 624,303 589,835
負債 434,837 409,097 389,801 413,991 445,382
利益剰余金（又は繰越欠損金） △ 29,112 △ 5,076 △ 16,862 △ 26,292 △ 72,796
業務活動によるキャッシュ・フロー 86,826 25,294 41,556 47,310 50,846
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 27,809 △ 58,557 △ 46,738 △ 35,857 △ 39,158
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 3,043 △ 2,771 △ 2,138 △ 819 △ 1,430
資金期末残高 95,775 59,748 52,422 63,054 73,311

第３期中期目標期間
区分

２３年度
第２期中期目標期間

２７年度２４年度 ２５年度 ２６年度

 
 

（注1） 前年度比14,343百万円の著しい増加が生じている。これは、業務費が減少したことが主な要因である。 

（注2） 前年度比35,821百万円の著しい減少が生じている。これは、運営費交付金収益が減少したことが主な要因で

ある。 

（注3） 前年度比37,074百万円の著しい減少が生じている。これは、業務費が増加したことが主な要因である。 

 

②セグメント事業損益の経年比較・分析 

 

（Ａ衛星測位、衛星リモートセンシング、衛星通信・衛星放送） 

事業損益は237百万円と、前年度比441百万円の著しい増加となっている。これは研究材料費及

び消耗品費が前年度比697百万円の減（51%減）となったことが主な要因である。 

（Ｂ宇宙輸送システム） 

事業損益は△2,107百万円と、前年度比1,996百万円の著しい減少となっている。これは研究材

料費及び消耗品費が前年度比2,968百万円の増（183%増）となったことが主な要因である。 

 

（Ｃ宇宙科学・探査） 

事業損益は218百万円と、前年度比236百万円の著しい増加となっている。これは研究材料費及

び消耗品費が前年度比584百万円の減（24%減）となったことが主な要因である。 

 

（Ｄ有人宇宙活動） 

事業損益は△41,444百万円と、前年度比37,070百万円の著しい減少となっている。これは補助

金収益が前年度比19,184百万円の減（73%減）となったことが主な要因である。 
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（Ｅ宇宙太陽光発電） 

事業損益は△４円と、前年度比24,985円の増加となっている。これは減価償却費が前年度比24，

985円の減（100%減）となったことが主な要因である。 

 

（Ｆ航空科学技術） 

事業損益は△1,550百万円と、前年度比1,547百万円の著しい減少となっている。これは研究材

料費及び消耗品費が前年度比2,359百万円の増（367%増）となったことが主な要因である。 

 

（Ｇ横断的事項） 

事業損益は△248百万円と、前年度比96百万円の増加となっている。これは減価償却費が前年

度比753百万円の減（19%減）となったことが主な要因である。 

 

（Ｈその他業務） 

事業損益は△1,332百万円と、前年度比2,746百万円の著しい増加となっている。これは研究材

料費及び消耗品費が前年度比31,585百万円の減（96%減）となったことが主な要因である。 

 

（法人共通） 

事業損益は△272百万円と、前年度比3百万円の減少となっている。これは役務費が前年度比

123百万円の増（9%増）となったことが主な要因である。 

 

表　事業損益の経年比較
（単位：百万円）

A衛星測位、衛星リモートセンシング、
　衛星通信・衛星放送

- - △ 1,824 △ 204 237

B宇宙輸送システム - - △ 1,973 △ 111 △ 2,107
C宇宙科学・探査 - - △ 949 △ 18 218
D有人宇宙活動 - - 2,374 △ 4,374 △ 41,444
E宇宙太陽光発電 - - 0 0 0
F航空科学技術 - - △ 808 △ 3 △ 1,550
G横断的事項 - - △ 92 △ 344 △ 248
Hその他業務 - - △ 5,819 △ 4,078 △ 1,332
法人共通 - - △ 239 △ 269 △ 272
合計 △ 2,848 21,739 △ 9,330 △ 9,400 △ 46,497

第３期中期目標期間第２期中期目標期間
２7年度２５年度２４年度

区分
２６年度２３年度

 

（注）平成２５年度よりセグメント区分の変更を行ったため、セグメント数値は２５年度から表示。 

 

③セグメント総資産の経年比較・分析 

 

（Ａ衛星測位、衛星リモートセンシング、衛星通信・衛星放送） 

総資産は111,854百万円と、前年度比242百万円の増（0.2％増）となっている。これは建設仮勘

定が前年度比12,177百万円の増（45%増）となったことが主な要因である。 
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（Ｂ宇宙輸送システム） 

総資産は97,632百万円と、前年度比14,357百万円の増（17％増）となっている。これは未成受託

業務支出金が前年度比724百万円の増（9,420%増）となったことが主な要因である。 

 

（Ｃ宇宙科学・探査） 

総資産は69,815百万円と、前年度比30,432百万円の減（30％減）となっている。これは建設仮勘

定が前年度比19,618百万円の減（45%減）となったことが主な要因である。 

 

（Ｄ有人宇宙活動） 

総資産は148,467百万円と、前年度比10,196百万円の減（6％減）となっている。これは人工衛星

が前年度比10,250百万円の減（14%減）となったことが主な要因である。 

 

（Ｅ宇宙太陽光発電） 

総資産は396百万円と、前年度比108百万円の減（21％減）となっている。これは機械装置が前年

度比9百万円の減（10%減）となったことが主な要因である。 

 

（Ｆ航空科学技術） 

総資産は14,622百万円と、前年度比9,966百万円の増（214％増）となっている。これは建設仮勘

定が前年度比3,580百万円の増（1,125%増）となったことが主な要因である。 

 

（Ｇ横断的事項） 

総資産は54,791百万円と、前年度比4,387百万円の減（7％減）となっている。これは建設仮勘定

が前年度比547百万円の減（35%減）となったことが主な要因である。 

 

（Ｈその他業務） 

総資産は50,082百万円と、前年度比13,817百万円の減（22％減）となっている。これは未成受託

業務支出金が前年度比6,463百万円の減（13%減）となったことが主な要因である。 

 

（法人共通） 

総資産は42,176百万円と、前年度比94百万円の減（0.2％減）となっている。これは現金及び預

金が前年度比73百万円の減（6%減）となったことが主な要因である。 
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表　総資産の経年比較
（単位：百万円）

A衛星測位、衛星リモートセンシング、
　衛星通信・衛星放送

- - 116,317 111,612 111,854

B宇宙輸送システム - - 64,508 83,275 97,632
C宇宙科学・探査 - - 88,132 100,246 69,815
D有人宇宙活動 - - 168,309 158,663 148,467
E宇宙太陽光発電 - - 481 503 396
F航空科学技術 - - 3,432 4,656 14,622
G横断的事項 - - 59,394 59,179 54,791
Hその他業務 - - 86,516 63,899 50,082
法人共通 - - 41,478 42,270 42,176
合計 692,436 674,151 628,567 624,303 589,835

区分
２６年度２３年度 ２7年度２４年度 ２５年度

第３期中期目標期間第２期中期目標期間

 

（注）平成２５年度よりセグメント区分の変更を行ったため、セグメント数値は２５年度から表示。 

 

  ④目的積立金の申請状況、取崩内容等 

該当無し 

 

  ⑤行政サービス実施コスト計算書の経年比較・分析 

平成２７年度の行政サービス実施コストは250,527百万円と、前年度比54,491百万円の増（28%増）と

なっている。これは、業務費用が前年度比48,151百万円の増（28％増）となったことが主な要因であ

る。 

表　行政サービス実施コストの経年比較
（単位：百万円）

業務費用 169,027 160,964 187,165 170,276 218,428
　　うち損益計算書上の費用 222,068 219,376 209,702 229,408 257,370
　　うち（控除）自己収入等 △ 53,042 △ 58,412 △ 22,537 △ 59,131 △ 38,942
損益外減価償却相当額 25,033 23,604 25,466 25,817 24,416
損益外減損損失相当額 90 - 0 185 49
損益外利息費用相当額 0 0 1 1 1
損益外除売却差額相当額 13 89 573 15 △ 65
引当外賞与見積額 △ 48 △ 179 4 8 197
引当外退職給付増加見積額 1,054 1,191 969 △ 1,539 7,395
機会費用 3,167 1,885 2,009 1,297 132
　（控除）法人税等及び国庫納付額 △ 29 △ 26 △ 2,457 △ 25 △ 27

行政サービス実施コスト 198,307 187,529 213,730 196,035 250,527

２７年度２４年度 ２５年度 ２６年度
第３期中期目標期間

区分
２３年度

第２期中期目標期間
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（２）重要な施設等の整備等の状況 

 
①当事業年度中に完成した主要施設等 
・大崎第２発電所（７号機・８号機他）（1,744 百万円） 
・Ｈ－２Ａロケット射点設備（366 百万円） 
・増田ロケットテレメータ・保安用コマンド空中線設備（237 百万円） 
・監視カメラ設備（231 百万円） 
・イプシロン支援センター（221 百万円） 
・深宇宙探査用大型アンテナ設備（179 百万円） 
・整備組立棟設備（143 百万円） 
・Ｈ－２Ａロケット指令管制設備（134 百万円） 
・小笠原ロケットテレメータ受信設備（130 百万円） 
・発射指揮設備（Ｈ－２Ａ）（104 百万円） 
・Ｈ－２ＡロケットＩＴＶ設備（103 百万円） 
・深宇宙探査地上局気象観測設備（臼田）（101 百万円） 

 

②当事業年度において継続中の主要施設等の新設・拡充 

・深宇宙探査用地上局の整備（その２） 

・環状燃焼試験設備の改修 

・２ｍ×２ｍ遷音速風洞主冷却器等防音化工事 

・地上エンジン運転試験設備の改修 

・他天体環境摸擬フィールドの整備 

 

③当事業年度中に処分した主要施設等 

 

  該当なし 

 

（注）上記の主要施設等には、取得価額または当該施設等の機能付加に要した金額１億円以上の施

設等を記載しており、機能的維持を目的としたものは除いている。 
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（３）予算及び決算の概要 

（単位：百万円）

予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 差額理由
収入
　　運営費交付金 132,655 132,655 118,401 118,401 109,769 109,769 113,968 113,968 124,554 124,554
　　施設設備費補助金 8,636 8,883 15,935 9,540 12,336 8,936 6,202 9,833 7,309 6,724
　　国際宇宙ステーション開発費補助金 30,009 26,786 34,149 37,814 33,863 33,863 39,985 27,372 30,236 42,850 前年度からの繰越による増
　　地球観測システム研究開発費補助金 12,732 10,125 25,047 20,270 24,431 26,524 17,806 15,178 12,667 15,697 前年度からの繰越による増
　　基幹ロケット高度化推進費補助金 - - - - 6,496 0 6,030 6,357 5,138 6,198 前年度からの繰越による増
　　設備整備費補助金 - - - - 2,632 0 394 2,606 1,099 420 翌年度への繰越による減
　　受託収入 43,675 50,434 35,306 36,110 36,774 32,359 35,805 46,259 31,549 36,948 国等からの受託の増（注１）
　　その他の収入 1,000 795 1,000 1,253 1,000 941 1,000 893 1,000 976

計 228,706 229,677 229,838 223,388 227,301 212,393 221,191 222,466 213,552 234,366
支出
　　一般管理費 7,014 6,732 6,556 6,612 6,336 6,632 6,581 6,834 7,087 7,131
　　事業費 126,640 123,692 112,845 125,156 104,433 101,532 108,387 96,952 118,467 110,094
　　施設設備費補助金経費 8,636 8,791 15,935 9,411 12,336 8,616 6,202 9,744 7,309 6,611
　　国際宇宙ステーション開発費補助金経費 30,009 26,753 34,149 37,715 33,863 33,854 39,985 27,350 30,236 42,834 前年度からの繰越による増
　　地球観測システム研究開発費補助金経費 12,732 10,115 25,047 19,823 24,431 26,242 17,806 14,918 12,667 15,553 前年度からの繰越による増
　　基幹ロケット高度化推進費補助金経費 - - - - 6,496 0 6,030 6,348 5,138 5,960 前年度からの繰越による増
　　設備整備費補助金経費 - - - - 2,632 0 394 2,557 1,099 392 翌年度への繰越による減
　　受託経費 43,675 24,801 35,306 54,325 36,774 34,242 35,805 43,154 31,549 36,016 国等からの受託の増（注２）

計 228,706 200,885 229,838 253,042 227,301 211,117 221,191 207,857 213,552 224,590

区分 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度
第２期中期目標期間 第３期中期目標期間

 

（注１、２）「受託収入」及び「受託経費」には、情報収集衛星の受託に係る収入及び支出を含めて計上している。 

 

（４）経費削減及び効率化に関する目標及びその達成状況 

  ①経費削減及び効率化目標 

当法人においては、第３期中期目標の中で、「業務の見直し、効率的な運営体制の確保等により、

一般管理費について、法人運営を行う上で各種法令等の定めにより発生する義務的経費等の特殊

要因経費を除き、平成 24 年度に比べ中期目標期間中に 15％以上の効率化を図る。」とされている。 

この目標を達成するため、管理業務の効率化による一般管理費における物件費（特殊要因経費を

除く）の削減を図っていくところである。 

  ②経費削減及び効率化目標の達成度合いを測る財務諸表等の科目（費用等）の経年比較 

 

一般管理費の経年比較 

            （単位：百万円）  

区分 

24 年度 

（基準年度） 

当中期目標期間 

25 年度 26 年度 27 年度 

金額 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比率 

一般管理費の物件費 

（特殊要因経費を除く） 
2,206  100% 2,223  101% 1,989 90% 2,067 94% 
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５．事業の説明 

（１）財源の内訳 

 ①内訳（補助金、運営費交付金等） 

機構の経常収益は、210,735 百万円で、その内訳は、運営費交付金収益 75,682 百万円（収益の

36%）、受託収入 37,409 百万円（収益の 18%）、補助金等収益 17,546 百万円（収益の 8%）、施設費収

益166百万円（収益の0.1%）、資産見返負債戻入79,160百万円（収益の38%）、その他772百万円（収

益の 0.4%）となっている。 

事業別の収益構造については（２）の記載のとおりである。 

 

②自己収入の明細（自己収入の概要、収入先等） 

自己収入の主なものとしては、政府関係受託収入、民間等受託収入、雑益、財産賃貸等収入である。 

（単位：百万円）
主な自己収入項目 金額

政府関係受託収入 35,798
民間等受託収入 1,611
雑益 551
財産賃貸等収入 184  

 

（２）財務情報及び業務の実績に基づく説明 

機構では、事業単位セグメントで管理しているため、以下セグメント別の財務データに沿って財務デ

ータ及び業務実績等報告書と関連付けた事業説明を行う。 

 

A 衛星測位、衛星リモートセンシング、衛星通信・衛星放送 

測位衛星初号機「みちびき」を内閣府の受入れ準備が整うまでの間、維持しつつ、世界的な衛星測位技

術の進展に対応し、利用拡大、利便性の向上、測位衛星関連技術の研究開発に取り組む。 

衛星リモートセンシングの利活用に係る政府の検討を支援するとともに、その検討結果を踏まえ、リモート

センシング衛星の開発等を行う。また、衛星データ利用拡大について、官民連携により取り組むことで衛星

運用を効率化するとともに、衛星データの利用技術の開発や実証を行う。 

通信・放送衛星の大型化の動向を踏まえて将来の利用ニーズを見据えた要素技術の研究開発、実証等

を行う。また、光衛星通信技術の研究開発を行う。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費
人工衛星製作
及び打上げ費

その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

2,082 1,429 677 - 20,607 7,560 - 1,652 34,008 - 21 2 7,057 542 6,207 78 20,075 310 34,269 237

衛星測位、衛星リモートセンシング、衛星通信・衛星放送

事業損益

事業費用 事業収益
一般

管理費
財務
費用

雑損
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B 宇宙輸送システム 

H3 ロケットについて、ロケットの機体と地上システムを一体とした総合システムとした開発を着実に推進す

る。 

H-ⅡA ロケット及び H-ⅡB ロケットについて、一層の信頼性の向上を図るとともに、技術基盤の維持・向

上を行い、世界最高水準の打ち上げ成功率を維持する。H-ⅡA ロケットについては、打ち上げサービスの

国際競争力の強化を図る。 

固体燃料ロケットシステムについて、打ち上げ需要に柔軟かつ効率的に対応でき、低コストかつ革新的

な運用性を有するイプシロンロケットの研究開発を行うとともに、今後の打ち上げ需要に対応するための高

度化開発を行う。 

また、LNG（Liquefied Natural Gas）推進系関連技術、再使用型宇宙輸送システム等の将来輸送技術に

ついて、引き続き研究開発を行う。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費
人工衛星製作
及び打上げ費

その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

1,770 9,735 4,591 - 2,636 9,391 - 1,753 29,878 - 3 26 18,573 560 4,085 20 4,525 37 27,799 △ 2,107

宇宙輸送システム

事業費用 事業収益

事業損益
一般

管理費
財務
費用

雑損

 

 

C 宇宙科学・宇宙探査 

人類の知的資産及び我が国の宇宙開発利用に新しい芽をもたらす可能性を秘めた革新的・萌芽的な

技術の形成を目的とし、宇宙物理学、太陽系科学、宇宙飛翔工学、宇宙機応用工学及び学際科学にお

いて、長期的な展望に基づき、また、一定規模の資金を確保しつつ、我が国の特長を活かした独創的かつ

先端的な宇宙科学研究を推進し、世界的な研究成果をあげる。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費
人工衛星製作
及び打上げ費

その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

3,081 1,687 1,816 - 6,151 2,707 29,624 1,447 46,514 - △ 1 0 9,052 626 - 26 36,866 161 46,731 218

宇宙科学・探査

事業費用 事業収益

事業損益
一般

管理費
財務
費用

雑損

 

 

D 有人宇宙活動 

国際宇宙基地協力協定の下、我が国の国際的な協調関係を維持・強化するとともに、人類の知的資産

の形成、人類の活動域の拡大及び社会・経済の発展に寄与することを目的とし、国際宇宙ステーション

（ISS）計画に参画する。 

ISS における宇宙環境利用については、これまでの研究成果の経済的・技術的な評価を十分に行うとと

もに、将来の宇宙環境利用の可能性を評価し、ISS における効率的な研究と研究内容の充実を図る。また、

ISS からの超小型衛星の放出による技術実証や国際協力を推進する。 
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（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費
人工衛星製作
及び打上げ費

その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

2,301 2,304 2,748 37,938 11,093 6,782 - 1,016 64,182 - 2 3 3,497 14 7,223 - 11,965 45 22,744 △ 41,444

一般
管理費

財務
費用

雑損

有人宇宙活動

事業費用 事業収益

事業損益

 

 
E 宇宙太陽光発電 

我が国のエネルギー需給見通しや将来の新エネルギー開発の必要性に鑑み、無線による送受電技術

等を中心に研究を着実に進める。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費
人工衛星製作
及び打上げ費

その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

34 140 12 - 94 56 - 12 347 - - - 252 - - - 94 1 347 0

事業費用 事業収益

事業損益
一般

管理費
財務
費用

雑損

宇宙太陽光発電

 

 

F 航空科学技術 

エンジンの高効率化、現行及び次世代の航空機の低騒音化並びに乱気流の検知能力向上等について、

実証試験等を通じて環境と安全に関連する研究開発に取り組む。 

防災対応について、関係機関と積極的に連携した上で、無人機技術等必要となる研究開発を推進す

る。 

産業界等の外部機関における成果の利用の促進を図り、さらに、関係機関との連携の下、公正中立な

立場から航空分野の技術の標準化、基準の高度化等に貢献する取組を積極的に行う。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費
人工衛星製作
及び打上げ費

その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

2,427 81 3,003 - 1,505 1,808 - 1,546 10,370 - △ 1 - 6,432 274 - 16 2,087 10 8,819 △ 1,550

航空科学技術

事業費用 事業収益

事業損益
一般

管理費
財務
費用

雑損

 

 

G 横断的事項 

個別プロジェクトを支える産業基盤・科学技術基盤の強化策、利用拡大のための総合的な取組、調査分

析・戦略立案機能の強化、基盤的な施設・設備の整備、国内の人的基盤の総合的強化・国民的な理解の

増進、宇宙空間における法の支配の実現・強化、国際宇宙協力の強化、相手国ニーズに応えるインフラ海

外展開の推進、情報開示・広報、事業評価の実施に関する業務を行う。 
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（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費
人工衛星製作
及び打上げ費

その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

5,647 1,743 1,905 - 3,208 8,367 4 4,424 25,298 - 52 - 21,237 308 10 27 3,352 168 25,102 △ 248

横断的事項

事業費用 事業収益

事業損益
一般

管理費
財務
費用

雑損

 

 

H その他業務 

受託事業等、上記以外の業務。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費
人工衛星製作
及び打上げ費

その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

1,331 - 1,355 - 433 32,545 - 751 36,416 - 0 - 0 35,085 - - 0 - 35,085 △ 1,331

その他業務

事業費用 事業収益

事業損益雑損
一般

管理費
財務
費用

 

 

 法人共通 

配賦が不能なもので、主なものは管理部門経費等である。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費
人工衛星製作
及び打上げ費

その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

1 1 99 - 117 846 - 2,719 3,784 6,323 4 - 9,580 - 22 - 194 42 9,839 △ 272

事業費用 事業収益

事業損益
一般

管理費
財務
費用

雑損

法人共通
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６．平成２７年度業務実績 
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Ⅷ.４ 中期目標期間を超える債務負担 

なし 

 

 

Ⅷ.５ 積立金の使途 

なし 
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７．事業等のまとまりごとの予算・決算の概況 

（単位：円）

 Ａ．衛星測位、衛星リモートセンシング、衛星通信・衛星放送  

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

16,003,035,697 16,003,035,697 0

（3,691,902,000） （3,691,902,000） (0) （注１）

施設整備費補助金 0 78,000,000 △ 78,000,000 前年度からの繰越による増（+0.8億）

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 12,667,328,000 15,697,155,183 △ 3,029,827,183
前年度からの繰越による増(+82億)
翌年度への繰越による減(△52億)

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

設備整備費補助金 100,000,000 394,000,000 △ 294,000,000
前年度からの繰越による増(+4億)
翌年度への繰越による減(△1億)

受託収入 206,687,931 4,003,965,551 △ 3,797,277,620 国からの受託の増

その他の収入 255,629,103 310,013,919 △ 54,384,816 雑収入の増

29,232,680,731 36,486,170,350 △ 7,253,489,619

（3,691,902,000） （3,691,902,000） (0) （注１）

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

16,258,664,800 12,192,555,542 4,066,109,258

（3,691,902,000） (0) （3,691,902,000） （注１）

うち、人件費（事業系） 1,741,156,993 1,446,661,310 294,495,683 組織改正への対応等による

14,517,507,807 10,745,894,232 3,771,613,575 補正予算の翌年度への繰越による減(△37億)

（3,691,902,000） (0) （3,691,902,000） （注１）

施設整備費補助金経費 0 77,919,129 △ 77,919,129 前年度からの繰越による増（+0.8億）

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 12,667,328,000 15,552,798,169 △ 2,885,470,169
前年度からの繰越による増(+82億)
翌年度への繰越による減(△52億)

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

設備整備費補助金経費 100,000,000 366,124,002 △ 266,124,002
前年度からの繰越による増(+4億)
翌年度への繰越による減(△1億)

受託経費 206,687,931 3,986,268,845 △ 3,779,580,914 国からの受託の増

29,232,680,731 32,175,665,687 △ 2,942,984,956

（3,691,902,000） (0) （3,691,902,000） （注１）

（注１）

　下段のカッコ書きは、補正予算（H３ロケットの開発等）による追加分であり、上段の内数であります。

（注２、注３）

　「受託収入」及び「受託経費」には、情報収集衛星の受託に係る収入及び支出を含めて計上しております。

計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 Ｂ．宇宙輸送システム  

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

39,690,791,319 39,690,791,319 0

（5,578,992,000） （5,578,992,000） (0) （注１）

施設整備費補助金 2,461,050,000 1,987,049,326 474,000,674
前年度からの繰越による増(+19億)
翌年度への繰越による減（△24億）

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 5,138,255,000 6,197,773,474 △ 1,059,518,474
前年度からの繰越による増(+62億)
翌年度への繰越による減（△51億）

設備整備費補助金 998,652,000 25,650,000 973,002,000
前年度からの繰越による増(+0.3億)
翌年度への繰越による減（△10億）

受託収入 554,454,342 1,276,523,162 △ 722,068,820 民間からの受託の増

その他の収入 76,662,408 43,514,365 33,148,043 雑収入の減

48,919,865,069 49,221,301,646 △ 301,436,577

（5,578,992,000） （5,578,992,000） (0) （注１）

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

39,767,453,727 34,993,946,947 4,773,506,780

（5,578,992,000） (0) （5,578,992,000） （注１）

うち、人件費（事業系） 1,999,640,736 1,380,278,050 619,362,686 組織改正への対応等による

37,767,812,991 33,613,668,897 4,154,144,094 補正予算の翌年度への繰越による減(△56億)

（5,578,992,000） (0) （5,578,992,000） （注１）

施設整備費補助金経費 2,461,050,000 1,982,635,987 478,414,013
前年度からの繰越による増(+19億)
翌年度への繰越による減（△24億）

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 5,138,255,000 5,959,838,251 △ 821,583,251
前年度からの繰越による増(+62億)
翌年度への繰越による減（△51億）

設備整備費補助金経費 998,652,000 25,650,000 973,002,000
前年度からの繰越による増(+0.3億)
翌年度への繰越による減（△10億）

受託経費 554,454,342 1,145,137,851 △ 590,683,509 民間からの受託の増

48,919,865,069 44,107,209,036 4,812,656,033

（5,578,992,000） (0) （5,578,992,000） （注１）
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 Ｃ．宇宙科学・探査  

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

18,581,163,102 18,581,163,102 0

（811,000,000） （811,000,000） (0) （注１）

施設整備費補助金 3,012,157,000 1,492,469,678 1,519,687,322
前年度からの繰越による増(+10億)
翌年度への繰越による減(△25億)

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

設備整備費補助金 0 0 0

受託収入 318,184,064 1,739,660,707 △ 1,421,476,643 民間からの受託の増

その他の収入 204,889,645 167,536,334 37,353,311 雑収入の減

22,116,393,811 21,980,829,821 135,563,990

（811,000,000） （811,000,000） (0) （注１）

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

18,786,052,747 19,983,859,411 △ 1,197,806,664

（811,000,000） (0) （811,000,000） （注１）

うち、人件費（事業系） 2,502,175,121 2,334,177,023 167,998,098

16,283,877,626 17,649,682,388 △ 1,365,804,762

（811,000,000） (0) （811,000,000） （注１）

施設整備費補助金経費 3,012,157,000 1,460,473,241 1,551,683,759
前年度からの繰越による増(+10億)
翌年度への繰越による減(△25億)

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

設備整備費補助金経費 0 0 0

受託経費 318,184,064 900,783,451 △ 582,599,387 民間からの受託の増

22,116,393,811 22,345,116,103 △ 228,722,292

（811,000,000） (0) （811,000,000） （注１）
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 Ｄ．有人宇宙活動  

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

4,827,251,896 4,827,251,896 0

（0） （0） (0)

施設整備費補助金 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金 30,236,428,000 42,849,626,460 △ 12,613,198,460 前年度からの繰越による増(+126億)

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

設備整備費補助金 0 0 0

受託収入 174,670,718 73,415,593 101,255,125 民間からの受託の減

その他の収入 51,201,134 178,807,130 △ 127,605,996 雑収入の増

35,289,551,748 47,929,101,079 △ 12,639,549,331

（0） （0） (0)

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

4,878,453,030 5,023,171,082 △ 144,718,052

（0） (0) (0)

うち、人件費（事業系） 1,302,915,519 1,557,192,702 △ 254,277,183 組織改正への対応等による

3,575,537,511 3,465,978,380 109,559,131

（0） (0) (0)

施設整備費補助金経費 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 30,236,428,000 42,833,564,363 △ 12,597,136,363 前年度からの繰越による増(+126億)

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

設備整備費補助金経費 0 0 0

受託経費 174,670,718 62,513,353 112,157,365 民間からの受託の減

35,289,551,748 47,919,248,798 △ 12,629,697,050

（0） (0) (0)
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 Ｅ．宇宙太陽光発電  

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

358,394,132 358,394,132 0

（0） （0） (0)

施設整備費補助金 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

設備整備費補助金 0 0 0

受託収入 0 0 0

その他の収入 0 0 0

358,394,132 358,394,132 0

（0） （0） (0)

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

358,394,132 308,409,339 49,984,793

（0） (0) （0）

うち、人件費（事業系） 59,204,540 28,107,827 31,096,713 組織改正への対応等による

299,189,592 280,301,512 18,888,080

（0） (0) （0）

施設整備費補助金経費 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

設備整備費補助金経費 0 0 0

受託経費 0 0 0

358,394,132 308,409,339 49,984,793

（0） (0) （0）
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 Ｆ．航空科学技術  

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

8,258,171,988 8,258,171,988 0

(0) (0) (0)

施設整備費補助金 1,245,992,000 2,458,141,200 △ 1,212,149,200
前年度からの繰越による増(+20億)
翌年度への繰越による減（△8億）

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

設備整備費補助金 0 0 0

受託収入 143,991,593 473,370,118 △ 329,378,525 民間からの受託の増

その他の収入 5,529,981 27,590,183 △ 22,060,202 雑収入の増

9,653,685,562 11,217,273,489 △ 1,563,587,927

(0) (0) (0)

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

8,263,701,969 8,392,927,102 △ 129,225,133

(0) (0) (0)

うち、人件費（事業系） 2,078,366,750 2,055,333,796 23,032,954

6,185,335,219 6,337,593,306 △ 152,258,087

(0) (0) (0)

施設整備費補助金経費 1,245,992,000 2,430,788,594 △ 1,184,796,594
前年度からの繰越による増(+20億)
翌年度への繰越による減（△8億）

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

設備整備費補助金経費 0 0 0

受託経費 143,991,593 433,172,708 △ 289,181,115 民間からの受託の増

9,653,685,562 11,256,888,404 △ 1,603,202,842

(0) (0) (0)
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 Ｇ．横断的事項  

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

25,989,007,398 25,989,007,398 0

(0) (0) (0)

施設整備費補助金 589,668,000 707,949,996 △ 118,281,996
前年度からの繰越による増(+7億)
翌年度への繰越による減（△6億）

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

設備整備費補助金 0 0 0

受託収入 202,011,352 264,031,890 △ 62,020,538 国からの受託の増

その他の収入 355,885,371 201,440,724 154,444,647 雑収入の減

27,136,572,121 27,162,430,008 △ 25,857,887

(0) (0) (0)

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

26,344,892,769 25,490,288,544 854,604,225

(0) (0) (0)

うち、人件費（事業系） 3,349,631,833 4,255,336,461 △ 905,704,628 組織改正への対応等による

22,995,260,936 21,234,952,083 1,760,308,853

(0) (0) (0)

施設整備費補助金経費 589,668,000 658,808,584 △ 69,140,584
前年度からの繰越による増(+7億)
翌年度への繰越による減（△6億）

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

設備整備費補助金経費 0 0 0

受託経費 202,011,352 523,953,850 △ 321,942,498 国からの受託の増

27,136,572,121 26,673,050,978 463,521,143

(0) (0) (0)
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 Ｈ．その他業務  

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

0 0 0

(0) (0) (0)

施設整備費補助金 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

設備整備費補助金 0 0 0

受託収入 29,948,569,000 29,117,193,854 831,375,146

その他の収入 0 0 0

29,948,569,000 29,117,193,854 831,375,146

(0) (0) (0)

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

0 0 0

(0) (0) (0)

うち、人件費（事業系） 0 0 0

0 0 0

(0) (0) (0)

施設整備費補助金経費 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

設備整備費補助金経費 0 0 0

受託経費 29,948,569,000 28,598,218,343 1,350,350,657

29,948,569,000 28,598,218,343 1,350,350,657

(0) (0) (0)
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 I．法人共通

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

10,846,020,468 10,846,020,468 0

(0) (0) (0)

施設整備費補助金 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

設備整備費補助金 0 0 0

受託収入 0 0 0

その他の収入 50,202,358 47,560,962 2,641,396

10,896,222,826 10,893,581,430 2,641,396

(0) (0) (0)

支出

一般管理費 7,086,966,025 7,131,223,517 △ 44,257,492

（公租公課を除く一般管理費） 6,176,696,142 6,219,931,054 △ 43,234,912

うち、人件費（管理系） 4,030,934,793 4,110,213,871 △ 79,279,078

うち、物件費 2,145,761,349 2,109,717,183 36,044,166

うち、公租公課 910,269,883 911,292,463 △ 1,022,580

3,809,256,801 3,708,828,305 100,428,496

(0) (0) (0)

うち、人件費（事業系） 87,910,715 0 87,910,715 一般管理費への計上区分の変更による減

3,721,346,086 3,708,828,305 12,517,781

(0) (0) (0)

施設整備費補助金経費 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

設備整備費補助金経費 0 0 0

受託経費 0 366,009,586 △ 366,009,586 受託に係る一般管理費等

10,896,222,826 11,206,061,408 △ 309,838,582

(0) (0) (0)
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

合計

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

124,553,836,000 124,553,836,000 0

（10,081,894,000） （10,081,894,000） (0) （注１）

施設整備費補助金 7,308,867,000 6,723,610,200 585,256,800

国際宇宙ステーション開発費補助金 30,236,428,000 42,849,626,460 △ 12,613,198,460 前年度からの繰越による増

地球観測システム研究開発費補助金 12,667,328,000 15,697,155,183 △ 3,029,827,183 前年度からの繰越による増

基幹ロケット高度化推進費補助金 5,138,255,000 6,197,773,474 △ 1,059,518,474 前年度からの繰越による増

設備整備費補助金 1,098,652,000 419,650,000 679,002,000 翌年度への繰越による減

受託収入 31,548,569,000 36,948,160,875 △ 5,399,591,875 国等からの受託の増（注２）

その他の収入 1,000,000,000 976,463,617 23,536,383

213,551,935,000 234,366,275,809 △ 20,814,340,809

（10,081,894,000） （10,081,894,000） (0) （注１）

支出

一般管理費 7,086,966,025 7,131,223,517 △ 44,257,492

（公租公課を除く一般管理費） 6,176,696,142 6,219,931,054 △ 43,234,912

うち、人件費（管理系） 4,030,934,793 4,110,213,871 △ 79,279,078

うち、物件費 2,145,761,349 2,109,717,183 36,044,166

うち、公租公課 910,269,883 911,292,463 △ 1,022,580

118,466,869,975 110,093,986,272 8,372,883,703

（10,081,894,000） (0) （10,081,894,000） （注１）

うち、人件費（事業系） 13,121,002,207 13,057,087,169 63,915,038

105,345,867,768 97,036,899,103 8,308,968,665

（10,081,894,000） (0) （10,081,894,000） （注１）

施設整備費補助金経費 7,308,867,000 6,610,625,535 698,241,465

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 30,236,428,000 42,833,564,363 △ 12,597,136,363 前年度からの繰越による増

地球観測システム研究開発費補助金経費 12,667,328,000 15,552,798,169 △ 2,885,470,169 前年度からの繰越による増

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 5,138,255,000 5,959,838,251 △ 821,583,251 前年度からの繰越による増

設備整備費補助金経費 1,098,652,000 391,774,002 706,877,998 翌年度への繰越による減

受託経費 31,548,569,000 36,016,057,987 △ 4,467,488,987 国等からの受託の増（注３）

213,551,935,000 224,589,868,096 △ 11,037,933,096

（10,081,894,000） (0) （10,081,894,000） （注１）
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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